
























（Soziologie der Herrschaft oder politische Soziologie）とが成立するのである（7）。
　そこで、限られた紙数にあって私達は彼の死後７部10巻の論文集のなかから、『宗教社会学
論集』（Gesammelte Aufsätze zur Religionssoziologie）の第１巻に収められた単一論文としては最も
科学的論争を呼んだ「プロテスタンティズムの倫理と資本主義の精神」（Die protestantishe Ethik 
und der Geist des Kapitalismus）およびその姉妹編の、「プロテスタンティズムの諸教派と資本主
義の精神」（Die protestantishen Sekten und der Geist des Kapitalismus）と『経済と社会』（Wirtschaft 
und Gesellschaft）の第一部第３章の「支配の諸類型」（Die Typen der Herrschaft）および第２部第
９章の「支配の社会学」（Soziologie der Herrschaft）にもっぱらスポットをあててみたい。そして、




























料を駆使して書き上げた「中世商事会社史論」（Zur Geschichte der Handelsgesellschaften im 
Mittelalter）により博士号を、92年には「ローマ農業史の国法的および私法的意義（Die 

























（Archiv für Sozialwissenschaft und Sozialpolitik）の編集を引き受け、同誌に1904年から05年にかけ
て発表した「プロテスタンティズムの倫理と資本主義の『精神』」（Die protestantische Ethik und 
der Geist des Kapitalismus）と、同じく04年の「社会科学的および社会政策的認識の『客観性』」（Die 










































（Gesammelte Aufsätze zur Wissenschaftslehre,1922）、『社会経済史論集』（Gesammelte Aufsätze 
zur Sozial- und Wirtschaftsgeschichte,1924）、そして『社会学、社会政策論集』（Gesammelte 



































































































教社会学試論―」（Die Wirtschaftsethik der Weltreligionen : Vergleichende religionssozioplogische 
Versuche）を『宗教社会学論集』の第１巻から２巻および第３巻において原書で1157頁にわた
って詳述している。また、『経済と社会』のなかの第Ⅱ部第5章「宗教社会学―宗教的共同体
















































び社会心理学雑誌』（Kölnier Zeitschrift für Soziologie und Sozialpsychologie ）に発表した「マ






























遺著『経済と社会―理解社会学概説―』（Wirtschafts und Gesellschaft : Grundriss der 
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と歴史的国民経済学の論理的諸問題」（Roscher und Knies und die logischen Probleme der 
historischen Nationalökonomie）をはじめ、「社会科学的および社会政策的認識の『客観性』」（Die 
“Objektivität” sozialwissenschaftlichen und sozialpolitischer Erkenntnis）や「理解社会学の若干のカ
テゴリー」（Über einige Kategorien der versthenden Soziologie）、「社会学および経済学の『価値
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